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  ギタリストインタビュー〜木村大

  


  弱冠14才で東京国際ギターコンクールで優勝、17才でCDデビュー、クラシックギタリスととしてレコーディング、コンサート活動を続け、クラシックの枠に捉われない選曲、作曲も行っている木村大さんに、幼少の頃の活動から近年の活動まで幅広くお話をしていただきました。
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  ■ 中学校3年間で優勝できるように逆算して、曲選びやトレーニングを積み重ねた結果です

  

  -ギターを始めたきっかけを教えていただけますか。

  

  木村大(以下、木村)：父がギターの先生をしていたので、物心つく前からギターをさわっていました。3,4才の頃は小さなギターを使っていたと思いますが、5才頃から本格的に練習を毎日するようになりました。俗にいう英才教育のような感じです。

  

  -その頃は純粋なクラシックギターだったのでしょうか。

  

  木村：純粋も純粋です。僕の中ではギターといえばクラシックギターと思っていました。これが王道だと思って弾いていましたね。子供の頃はギターの練習を毎日するのが苦ではなかったのですが、友達にはクラシックギターをやっていることを言えなくなっていました。ロックやエレキギターを弾いているというのとは少し違うのだろうという認識があり、「クラシック」というものが、友達にどう思われてしまうのか不安でした。町内の小学生の発表会で演奏することがあったのですが、みんな不思議そうに首をかしげて帰りました(笑)。やはりよくわからないんですよね。そういうジレンマはありましたが、練習は嫌ではなかったです。小学校低学年の頃は父が先生で毎日40分～1時間くらい必ず見てもらって、その後に自分で1時間くらい練習をしていました。

  

  -クラシック以外の音楽も好きになっていったようですが、練習はクラシックギターのみの練習だったのでしょうか。

  

  木村：そうですね。父の主宰しているギター教室にはいろいろな大人の人が出入りしていて、ロビーでは雑談もしていました。その時に若い人たちは元々はクラシックギターではなくエレキギターを弾いていて、クラシックギターの技術を学ぶことでエレキギターを上達させたいという人がいました。彼らからロックのCDを借りて、ロックを好きになっていきました。最初はメタリカなどのヘヴィメタから入って、もっと古いロックも聴くようになりました。小学校高学年から中学生の頃はロックばかり聴いていましたね。でも、趣味がロックで、ギターの練習はクラシックだけでした。

  

  -その頃はエレキギターを弾いてみたいと思わなかったのでしょうか。

  

  木村：友人たちのエレキギターをさわってみたのですが、当時は肌に合わなかったんですね。スティール弦とナイロン弦は全然違って違和感があるし、感動しなかったんです。クラシックギターの銘器というのは音を出すと感動するのですが、いろいろなエレキギターを弾いても全然ときめかないんです。僕はエレキギターには惚れないんだなと思いました。練習をしたいとも思えなかったですね。

  

  -音楽として聴くのは好きでも、演奏する側には向いていなかったんですね。

  

  木村：そうですね。クラシックギターという楽器を小さい頃から弾いていると、スティール弦のギターを弾くということがタブーではないですが、弾けなくなってしまう精神が根付いてしまっていた気がします。 今ではピックを使わないスティール弦のギタリストも増えましたけど、当時はピックで弾かなければいけない、という感じもありました。

  

  -当時からエレキやアコースティックギターのインストや指弾きというのはあったとは思いますが、一般的には広まっていなかったかもしれません。

  

  木村：今思えば、アコースティックギターに早くから触れておけば楽しかったと思います(笑)。クラシックギターという楽器を持つことは柱として大事ですが、いろいろなギターで表現できるのであればもっと前から触れていればと、今になって思います。クラシックギターの世界ではアコースティックギターを持つということが無いですからね。閉鎖されているというよりは、それが当たり前なんです。僕もその中で何の違和感もなくクラシックギターで演奏していました。

  

  -幼少の頃からの英才教育で、クラシックギターの大きなコンクールである東京国際ギターコンクールで見事優勝されました。まだ中学生でしたでしょうか。

  

  木村：はい。14才の中学生です。

  

  -最近は日本人の優勝も滅多にないので、14才での優勝というのは本当にすごいと思います。

  

  木村：当時も日本人の優勝は少なかったですね。村治佳織さんが優勝するまではあまりいなかったと思います。僕が優勝した後に村治奏一くんが優勝してますね。僕たちが優勝する前はほとんどいなくて、その後に少しずつ優勝者が出てきています。そういう意味では日本のギタリストのレベルというのは上がってきていると思います。

  

  -その他にコンクールは出場されていたのでしょうか。

  

  木村：GLC学生ギターコンクールですね。小学生の時の毎年の目標でした。GLC賞という全体の中での最優秀賞があるのですが、それを早く獲りたかったんです。GLC賞をもらってこのコンクールは卒業して、一般のコンクールに出るということを考えていました。それで東京国際コンクールに出場をしたのですが、最初は2次予選で落選しました。完璧な演奏だったのになんでだろうと思っていたら、後から聞いいた話では若いから通過できなかったと(笑)。他にはスペインギターコンクールでも優勝できました。

  やはり僕らには東京国際というのが大きな目標で、父とは中学生のうちに優勝できたらいいね、と話していました。なので中学校3年間で優勝できるように逆算して、曲選びやトレーニングを積み重ねた結果です。うまく行きすぎた気もしますが(笑)。

  

  -目標が明確だったのですね。

  

  木村：とても明確でした。東京国際で優勝してプロになるというのが目標でした。子供の頃は目標が無いと続けるのは難しいですね。スポーツ選手なら大会が毎年あったりして、それを目標にしていると思います。

  

  -東京国際の出場というのは中学生から可能なのでしょうか。

  

  木村：いえ、0才から出場できます(笑)。年齢制限は無いですね。テープ審査に通れば年齢は関係無いです。

  

  -東京国際で優勝し、17才でCDデビューしました。とても順調ですね。

  

  木村：そうですね。「17」という響きがいいと思って、東京国際で優勝した後に、17才でデビューできるように頑張ろうということになり、うまくいきました。今思うと階段をトントン拍子に登っていたなと思います。

  

  -クラシックギタリストとしてのデビューであり、デビューアルバムはスタンダードなクラシック曲もありますが、アンドリュー・ヨークの楽曲をとりあげるなど、現代曲への嗜好も強かったように感じます。

  

  木村：ギターのコンサートを聴きまくっていましたが、最初は満足していても客観的にお客様の立場で聴いた時に、徐々に本当にクラシックギターはこのままでよいのだろうかと思ったんです。僕だったらこうするのに、という欲求が出てきたんですね。そこで17才の時に、クラシックギターの本質的な部分と、ポピュラーな曲を探してアンドリュー・ヨークという大きなキーワードが出てきました。大きな意味でアコースティックな音楽作りをしているという認識をするようになってきました。そういう意味では、現代ぽいけれどクラシックな演奏があって、アコースティックなサウンドも作ることができたと思います。

  

  -最初の段階から伝統的なクラシックだけでない音楽を目指していたんですね。

  

  木村：僕はジョン・ウィリアムスが活動してきた歴史というのが、僕たち若い世代のギタリストに答えを示していると思っています。彼の活動というのは、バッハなどのクラシックもありますが、クラシックギターという楽器を使って映画音楽を演奏したり、バンドを組んだりもします。いろいろなサウンドを作り続けていて、それを見て感じるプレイヤーというのは、クラシックギターの魅力に気づくと思うんですね。その発想や柔軟性というのは、ジョン・ウィリアムスから得るものがたくさんありました。その上でアメリカのアンドリュー・ヨークという存在が、僕が向こうとする方向にいるんです。

  

  -ジョン・ウィリアムスのバンドというのは確かに衝撃的でしたね。

  

  木村：クラシックの休日とか言われてましたね。彼は本気だったのに(笑)。目茶苦茶面白いアルバムではないかもしれませんが、エレアコを使って足を組んで弾いているというのは、ギターの一つの形だと思います。これが許されるギタリストだし、僕らの世代はかっこいいと思うことはどんどん真似した方がいいし、そこからまた若いプレイヤーが増えていくというように、クラシックギター界が盛り上がればいいなと思います。

  

  -ジョン・ウィリアムスがサンバーストやカヴァティーナを取り上げたことも大きいですね。

  

  木村：ヒットソングがないと楽器そのものが衰退してしまいます。今はクラシックギターでヒット曲が全然ないから問題ですね。ヨークのサンバーストで世界的にクラシックギターが盛り上がりましたが、今はそういった作品が出ていないです。
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  ■クラシックギターを使ってどのような表現をするかとか、純粋に音楽を表現したかっただけなんです

  

  -アルバムデビュー以降、ロンドンへ留学をしたりアルバムも精力的にリリースし、アンドリュー・ヨークやロラン・ディアンスなど現代曲も多く取り上げてきました。そんな中で驚いたのが、2013年にリリースされた「HERO」というアルバムです。クラシックギタリストらしからぬ選曲にみんな驚いたと思います。これは小・中学生の頃に聴いていたギターヒーローたちでしょうか。

  

  木村：それももちろんあります。「HERO」を作る時に、大きい意味でのアコースティックということで、クラシックギターの枠を外し、自分が一ギタリストとして作品に向き合って演奏したり、リスナーに届けることがどのようなことなのかを考えた時に、ジャンルに関係なく、大好きなギタリストやギターに通じる作品にしたら素敵だなというところから始まりました。このアルバムはキングレコードの移籍第一弾のアルバムで、担当ディレクターとじっくり話をして作り上げましたが、いくつか候補曲を出してもらった時に、懐かしいという曲がいくつもあったんです。一番は「賢人」ですね。久しく遠ざかっていたので、新たな刺激と、これをギターにしたら面白いなと思いました。あとプログレ全盛期の時に誰もが弾いてみたいと思ったフレーズをやってみたいという、センチメンタルな部分もあったりします。幅広く選曲して、行き着くところは「SPANISH FLY」ですけど(笑)。クラシックギターという僕が原点としている技術と表現力を、どのくらい1本のギターでロックやポップスなどを融合して一つの作品にできるかなと思って「HERO」が生まれました。

  そこにはとても広いアコースティックな世界が待っていて、クラシックもあり、ロックもありのサウンドです。よく木村大が別のジャンルに行ってしまったとか、もうクラシックはやらないらしいと言われるのですが、僕はクラシックギターをやめるとは言ったことありません(笑)。聴いてる人にとってジャンルは関係ないと思います。音楽がよければ評価してくれると思うし、クラシックギタリストという名前から一回離れて、クラシックギターを使ってどのような表現をするかとか、純粋に音楽を表現したかっただけなんです。

  

  -キングレコード移籍第一弾のアルバムですが、クラシックギタリストの作品という訳ではなく、アコースティックなインストゥメンタルの作品というものを作ることになっていたのでしょうか。

  

  木村：そうですね。こういう中にバッハの曲を入れても映えると思います。メタルやロックの人たちはクラシックを大いに取り入れています。サウンドとして純粋にカッコいいか、カッコ悪いかです。このアルバムによってすごく広い世界に足を踏み出した、第一歩だと思います。

  

  -選曲、アレンジのどちらも独特だと思います。ヴァン・ヘイレンの「SPANISH FLY」はロックの人たちには人気曲ではありますが、かなり難曲だと思います。これをクラシックギタリストが弾ききってしまうというのはすごい発想だと思います。

  

  木村：そこが面白いんですね。レコーディングをする2週間前に「SPANISH FLY」をやるかやらないかの話が出て、そこからアレンジと練習をしました。僕は完コピしているというのではなく、こんな感じだろうという耳コピをしています。レコーディング当日は100mを走るようなイメージでした(笑)。20本くらい録ったと思います。だんだんうまくなっていくんですよね。最後に弾ききった時に、思わず「イエイ」と言ってしまいました(笑)。

  

  -そのまま声も収録されていますね(笑)。

  

  木村：そうなんです。自分でできるかできないか、崖っぷちに立たされるような瞬間もありますが、こういったことがそそられるんです(笑)。

  

  -「DEE」や「CHANGE THE WORLD」はアコースティックでよく取り上げらるとは思いますが、ジミ・ヘンドリックスの「PURPLE HAZE」というハードロックの代表曲はなかなかアコースティックなインストでアレンジする人はなかなかいないと思います。

  

  木村：原曲はもっとスローな重いグルーヴなんですが、ギターインストにした時にトリッキーな部分と速くめまぐるしい展開がくる部分があるので、ラスゲアートを入れてラテンぽい雰囲気と、土ほこりが舞っているところが見えたらいいなと思います。

  

  -見事なバンドサウンドのアレンジだと思います。アコースティックのアレンジだともっと淡白になってしまいそうですが、重量感もあり、聴きごたえがあります。

  

  木村：今はもっと変化していて、ライブではテクニカルな魅せる曲になっています。ライブハウスでは盛り上がりますね。

  

  -「HERO」にはカヴァー曲だけでなく、自作の曲も収録されています。これまでも自作の曲がありましたが、今回の「earth」は大作で、組曲になっていますね。

  

  木村：今回のカヴァー曲は名だたるアーティストの作品を取り上げているので、その中で見劣りしないようなオリジナルの作品を作りたいと思っていました。このアルバムの中で自分の曲が見劣りしてしまうのであれば、僕の力もそこまでとなってしまうので、自分でハードルを上げたところもあります。自分が今思うフレーズを展開できるように構築して作り上げて、生まれてきたのが「earth」です。この曲を最初に持ってこようかという話も出たのですが、それは勘弁してくださいと(笑)。

  

  -確かに締めの雰囲気の曲ですからね。

  

  木村：いろいろな曲をアレンジして、ある程度レコーディングを終えた時に作っています。なので、このアルバムがなければ生まれなかった曲です。オリジナルを作るという重要性は増してきているので、これからもそれを意識したいと思っています。
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  -「HERO」が2013年にリリースされ、1年2カ月後である2014年5月に最新作「ONE」がリリースされました。このアルバムも「HERO」とは異なる衝撃があります。アコースティックギターを使用されていることに驚きました。アコースティックギターへのチャレンジもテーマだったのでしょうか。

  

  木村：チャレンジというのもありましたし、一つのアルバムや2時間のコンサートということを考えた時に、無理にクラシックギターを使ってスティール弦のような響きを出そうとするより、僕の中では曲に適した楽器を選びたかったんです。その曲が求めている楽器がウクレレやリュートかもしれませんが、今回はたまたまスティール弦のアコースティックギターだったんです。ナイロン弦の純粋していく淡いニュアンスとは、対照的なサスティーンがきれいなスチール弦を弾きたかったんです。

  

  -確かに「Blackbird」などはナイロン弦よりスティール弦の方が自然だと思います。

  

  木村：多くの人がアコースティックギターの音が耳に残っているのに、そこでクラシックギターで弾くよりはスティール弦で弾いた方がいいと思いました。なおかつ、僕はスティール弦が初披露でレコーディングの1カ月前に決めたことなので、本当のアコースティックギターのスタンダードナンバーが1曲欲しかったんです。あと「ONE」のコンセプトが「愛」だったので、それを象徴するピースフルな曲を選びたいと思った時に、すぐに「Blackbird」が浮かんできました。アコースティックギタービギナーの僕にとっては(笑)やりがいのある曲じゃないかと。

  

  -今までアコースティックギターの録音はありませんが、弾いたこともなかったのでしょうか。

  

  木村：持ったことないですね。初めてです。アコースティックギターを持ってないから知り合いに相談し、特注モデルがあるからということで弾いてみたら、島村楽器の開発しているモデルが自分が録りたかった音に近かったんです。

  

  -クラシックギターとアコースティックギターはナイロン弦とスティール弦の違いだけでなく、テンションやネック幅など様々な違いがあり、右手も左手も奏法が変わってしまうのではないかと思います。

  

  木村：そうですね。別の楽器として捉えていますが、いろいろと良いアコースティックギターに触れると、逆にアコースティックギターとクラシックギターの差異を感じなくなりました。ギターのメーカーやタイプによって全然違うこともわかりますし、弦を張った時にナイロンに近いやわらかさのアコースティックギターをセレクトしていくと、ナイロン弦とタッチ感もあまり変わらない感覚もあります。そういった楽器をセレクトしていった方がいいだろうということが最近わかってきました。レコーディングの時はこんなにも違うんだと驚きましたけどね。スティール弦を触って1年くらい経っていろいろな楽器を紹介してもらい、クラシックギターとあまり変わらない楽器や弦によって、違いが関係なくなってきましたね。

  コードで鳴らすアコースティックギターと、フィンガーピッキングでクラシックギターに近い曲を演奏するためのアコースティックギターだと、それが顕著にわかります。コード弾きするギターで違和感があって弾きずらいという場合、技術的にカヴァーしますが、繊細な楽器だとクラシックギターと変わりません。ストロークをするか、指で弾くかというのがシンプルな選び方でしょうね。俗にいういいギターというのは、クラシックギターと似ている傾向があると思います。

  

  -アコースティックギターを弾いている人がクラシックギターを弾くというケースはプロでもアマチュアでもよく見受けられますが、逆にクラシックギターを弾いている人がアコースティックギターを弾くというケースはほとんどないように思われます。

  

  木村：そうなんです。「ONE」を作る時にすごく感じました。ロックをやってる人たちもよくナイロン弦のギターで演奏していて、うまい下手ではなく、曲に合わせてナイロン弦の響きを使うなどの試みをしているのに、僕たちクラシックギタリストがそれをやるのはダメなのではという先入観があります。そんなこと全然ないんですよね。多分クラシックギターを演奏している人はスキルやポテンシャルがとても高いと思います。弾くというアプローチに対してもっと柔軟にできるのではと、自分でやってみて感じましたね。

  

  -長年クラシックギターを練習してきた人の演奏能力の高さというのは、相当なものだと思います。

  

  木村：そうだと思います。センスはともかく(笑)。センスというのは平等で、自分で磨き上げていくものなので、そこはクラシックギタリストはステージパフォーマンスとして考えなければいけない気がします。精神を磨くというのがクラシックの大事なファクターですので、その精神性を聴きにくるリスナーと、そんなことよりもどのようなパフォーマンスで、どのようなギターの情熱で観客を沸かせてくれるなのかというリスナーとでは求められるものが全然違ってきます。

  クラシックギターのコンサートというのはマイノリティーな感じがあると思います。みんなそれを打破しようとしていると思います。コンサートプレイヤーとして、クラシックギターを使っていくのか、それとも別のプロとしてやっていくのか、両方にするのかという選択は大事だと思います。僕はプレイヤーという道を選んで続けてきているので、魅せる時間と、音楽の精神も2時間のステージで伝えられたらいいと思っています。
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  ■ギターを弾くと返してきてくれて、それを僕なりに返すということができるアーティストです

  

  -「ONE」ではフラメンコギタリスト沖仁さんと共演されています。アルバムでの共演は初めてかと思いますが、コンサートなどでは今までも共演されていたかと思います。

  

  木村：イギリスに留学する前の20才前後くらいだと思いますが、沖さんと出会っています。ギタリスト鬼怒無月さんと3人でギターサミットというライブをしました。この時はお互いクロスすることもなかったのですが、すごいフラメンコギタリストだと思いましたね。その時に、いつか沖さんと一緒にやる時がきっと来るだろうと思っていました。二人ともそれぞれの活動を続けて、「ONE」をリリースする1年前くらいに沖さんから連絡がきて、一緒に面白いことやらない？と言われました。それで沖さんのライブにゲストで出演しました。僕がクラシックギタリストとして、沖さんがフラメンコギタリストとして、二人が生きて、なおかつガチンコでやり合えるような曲を探してるということだったので、僕がとっておきの曲があるよと言って、ヴィヴァルディの「四季 Summer-Presto」という曲を伝えました。僕の「INFINITY」というアルバムに収録してるのですが、沖さんとならやれると思いました。これが沖さんと一緒にやるきっかけですね。1+1が2になることが当然ですが、プラスアルファになるギタリストというのは僕の中では多く経験していないので、沖さんの懐の深さ、フラメンコのポテンシャルも含めて凄いギタリストと感じる瞬間でした。リスペクトの気持ちをギターで返してくれるというか、安心してどの曲でも二人ならこういうことができるという話ができます。沖さんの存在というのはとても大事ですね。

  

  -「ONE」では2曲共演されていて、マドンナの「ラ・イスラ・ボニータ～美しき島」をアレンジされています。選曲もアレンジもかなり驚きました。木村さんのアレンジなのでしょうか。

  

  木村：はい。僕のアレンジで、もう1曲の「Levanter」は僕のオリジナル曲です。アルバムのテーマが「愛」なので、僕がフラメンコに恋をしたという設定でそれぞれアレンジ、作曲をしています。アメリカのフラメンコの捉え方というのはメキシカンなんですね。なのでマドンナの曲は生粋のスパニッシュではない、ラテンの雰囲気です。それに対して「Levanter」はフラメンコの王道のコード進行を使っているので、沖さんには大暴れしてくださいと(笑)。これらが対になって面白いと思います。かたや情熱的でアクティブなラテンアメリカの旋律を弾き、かたや「Levanter」は「アルケミスト」というパウロ・コエーリョの小説からイメージをもらって書いた曲で、二人がギターを奏でて大事なもの、大切なものというのは何なんだろうというのを、ギターを通して二人で語ろうというイメージです。沖さんでないとできない作品です。

  

  -今後も沖仁さんとは共演をされるのでしょうか。

  

  木村：はい。9月に大阪で沖さんのライブにゲストで出演します。

  

  2015.09.13 Sun @大阪・大阪狭山市SAYAKAホール

  沖仁 フラメンコギターコンサート～木村大を迎えて～

  http://tone.jp/liveinfo/okijin/index_2.html

  

  今新しい曲をやってみようと二人で話しています。いろいろなことができるので、沖さんと一緒に演奏するのは心がとても豊かになります。ギターを弾くと返してきてくれて、それを僕なりに返すということができるアーティストです。無理がないし楽しいですね。

  

  -沖さんとのセッションはアドリブが入るのでしょうか。

  

  木村：そうですね。そういう箇所がいくつか出てきて、アルバムと同じようなフレーズはその場所に戻ってくる合図だったりします。僕も経験を重ねて引き出しが増えてきたと思います。クラシックギターは譜面に書いたことが正しいという世界なので、そこから離れるのはすごく勇気がいるんです。でも慣れると勇気もいらずにできるし、むしろギターをいろいろな角度で分析していくことを考えるし、コードを弾く難しさというのもあらためて勉強になります。僕らのジャンルではコードを馬鹿にしてますので(笑)。でもコードは簡単ではないんです。これが無いと歌えない。ギターはコード楽器として純粋に成り立っている部分もあるので、セカンドギターとしての役割も理解してます。アレンジや曲を書く時もコードを勉強したおかげでできるようになったし、コード一つで弾きやすい、弾きずらい楽曲になります。縁の下の力持ちじゃないですが、コードワークの力強さというのはとても素晴らしい魅力があります。僕も昔はコードばかり弾いちゃって、みたいに馬鹿にしていたところもありました(笑)。本当に失礼しましたという感じです(笑)。

  

  -クラシックギターには無い概念かもしれません。

  

  木村：クラシックギターを長くやっていると音符に書いてあればできるのですが、コード譜だけでは急には弾けません。やってることは同じなのですが(笑)。ジャズやポピュラーでやってる人たちは純粋に頭の回転が速いと思います。瞬発性があります。僕たちにとって大事なことですね。ギターはコード、メロディ、スラップなどを一人でできます。一つの楽器として成り立っているので、自分のソロギターという部分に生かしていきたいと思っています。

  

  -次回作は現在構想中なのでしょうか。

  

  木村：そうですね。ある程度頭の中で出来上がっていて、あとはレコーディングをどうしようかなどを話し合っています。

  「HERO」「ONE」は両方が表と裏のような関係です。「HERO」ではギター1本でストイックな潔さがあり、「ONE」ではパワフルにバリエーションに富んだアレンジや表現の方法です。僕の中では三部作のうちの二つなんです。これらを集約してどのようになるかというのが、これからの活動になります。表裏一体の「HERO」「ONE」が出来たことは満足しています。

  1年くらいに1枚アルバムを出していこうとは思っていて、名刺代わりのような感じで、毎年アルバムを作り、こういった活動をしますというのがわかればいいですね。

  

  -そういえばコンサートなどではクラシックギターにピックアップも使用していましたね。

  

  木村：そうですね。最近はPAを使うのが当たり前になってきています。アコースティックギターでよく使用されているM-Factoryのシステムを使っています。オリジナルのシステムを作ってもらいました。コンタクトマイクですが、チップに企業秘密があるようで、気に入って使っています。

  

  -クラシックギタリスト以外のギタリストはスピーカーを通すのが一般的ですから、一緒に演奏する場合はピックアップが必要でしょうね。

  

  木村：そうですね。ソロでも300,400人のホールだとクラシックギターを勉強している人たちにはいいのですが、それ以外の一般的な人たちにはどうしてもスケールが小さく見えてしまう気がします。もう少し大きな音量にすることによって、ステージでの表現の幅も広がります。弱音からピークの音までがだいぶ広くなりますね。

  

  -クラシックギターでもマイクを使用する人はいるかもしれませんが、ピックアップのことを考える人はいない気がします。

  

  木村：そうですね。マイクとラインをミックスすると強い音が作れるんです。そういう風にしていかないと、いろいろな楽器と演奏する時にサウンドの貧弱さを感じてしまいます。アコースティックギターはPAを使う歴史が長いですが、クラシックギターは少しずつ始まってきた段階です。少しずつでもPAに対する価値感が変わってほしいですね。

  

  -今後の予定を教えてもらえますか。

  

  木村：6月28日に茨城県牛久市でコンサートがあります。ライム・レディースアンサンブルというストリングスとパーカッションの仙道さおりさんが一緒です。去年から5,6回目になるステージです。クラシックというルーツもできるし、アランフェス協奏曲もできて、映画音楽などもあります。一つのステージの完成形なのかなと思います。ソロギターだったり、パーカッションとの絡みだったりいろいろな変化をつけられる、贅沢な公演だと思います。

  パーカッションの仙道さおりさんとは2回目になるのですが、アグレッシブなビートを刻むので一緒に演奏していて楽しいですね。お互いに引っ張り合うことができます。

  これが終わると次のアルバムの制作期間となります。構想を練ったり、曲のアレンジなどが大事になります。「HERO」から僕は1年間のうちに半年くらいアルバム制作をしています。曲を書いたり、創作活動になりますね。創作している時間というのは、大変ですけれども楽しいです。譜面が出来上がって、やることができてきて本腰をいれた練習をする時には地獄を見ます(笑)。こんなこと書いてたんだとか。それができてしまうと、さらに広げたりもします。来年にリリースできればいいと思いますが、レコーディングの前に仲間を集めてライブをするかもしれないし、自由にやっていきたいと思います。次の作品は「HERO」から始まった三部作の集大成になる作品なので、一つの区切りをつけたいと思います。それと同時に次に向かっていく大きな作品にしていきます。

  

  -最近は岡崎倫典さんとも共演されていますね。

  

  木村：はい。最初は倫典さんのラジオにゲストで呼んでいただきました。「HERO」がリリースされた時で、いろいろなカヴァーをしていて気に入った、と言ってくださいました。その中のいくつかの曲を二人でセッションしたらとてもよかったんです。アコースティックギター界の重鎮ですので、いろいろなアドバイスもいただいています。若いギタリストに対して心を開いてくれるんですよね。僕はこれまで同業、ギター関係の人でここまでフラットに心を開いてくれる人に出会っていないんです。大きな背中を見せてくれたり発言してくれる、真のアーティストだと思います。音楽を通していろいろな方々と出会って吸収できて、楽しいですね。ギターという楽器はソロとして弾いてきましたが、セッションをするようになってすごく楽しくなりました。

  

  -最後にギターファンにメッセージをお願いします。

  

  木村：ギターは人生、と言うと固いかもしれませんが、ライフスタイルが音に出る楽器だと思います。どこに行っても弾けて、その時の感情をギターで奏でられます。僕がこれから演奏していくギターのサウンドは、常にそれぞれの生活の一部であってほしいし、それと同時に僕の出す音に、自分の本当の思いをのせられるプレイヤーになりたいです。ギターに対して感受性豊かになり、いろいろなことができるということを伝えたいと思います。

  

  【2015年5月30日茨城県土浦市にて】

  


  


  ■コンサート情報■

  

  2015年6月28日（日）茨城/牛久市中央生涯学習センター文化ホール

  木村大 ＆ ライム・レディースアンサンブル with 仙道さおり

  会場：牛久市中央生涯学習センター文化ホール

  開演：15:30（開場：15:00）

  チケット： 1階席 3,000円

  2階席 2,000円

  全席指定　※子ども（18才以下）、又は障がい者手帳をお持ちの方は500円引きです。　※未就学児童の入場は出来ません。

  お問合せ： 牛久市文化協会事務局 tel:029-886-8993

  （第2・4月曜は休館日、ただし祝日の場合は翌火曜日休館）

  木村大 with ライム・レディースアンサンブル

  ■演奏曲目

  アランフェス協奏曲第2楽章（ホアキン・ロドリーゴ）

  ニュー・シネマ・パラダイス（エンニオ・モリコーネ）

  マイ・フェイヴァリット・シングス（リチャード・ロジャース）

  シェイプ・オブ・マイ・ハート（スティング）

  タンゴ・アン・スカイ（ローラン・ディアンス）

  ラ・イスラ・ボニータ～美しき島（マドンナ）ほか

  

  

  2015年9月13日（日）大阪/狭山市SAYAKAホール 小ホール

  沖仁 フラメンコギターコンサート ～木村大を迎えて～

  会場：大阪狭山市SAYAKAホール 小ホール

  開演：16:00（開場：15:30）

  チケット： 前売 4,500円（当日500円UP）

  全席指定 ※6歳未満の方のご入場はご遠慮ください

  お問合せ： SAYAKAホール tel:072-365-8700

  http://www.sayaka-hall.jp/

  チケット発売日

  6月13日（土）

  チケット購入

  ・SAYAKAホールチケットカウンター（祝日を除く火曜休館）

  予約専用番号 072-365-9590（10:00～21:00）窓口販売（9:00～21:00）

  ・SAYAKAホールオンラインチケット（CNプレイガイド）

  ・チケットぴあ 0570-02-9999[Pコード:261-890]

  ・ローソンチケット 0570-084-005[Lコード:55041]

  ・イープラス e＋

  ・CNプレイガイド 0570-08-9999

  ラブリーホール、すばるホール、LICはびきの、パルネット狭山店、三響楽器泉ヶ丘店


  


  

  木村大　http://www.kimuradai.com/

  

  1982年、茨城県土浦市に生まれ。

  5歳より父、義輝に師事、ギターと音楽理論を学ぶ。

  小学1年で第13回GLC全国学生ギターコンクール小学校低学年の部優勝。

  1996年、ギターのコンクールでは世界最高水準と言われる第39回東京国際ギターコンクールで見事14歳で優勝。

  1999年、17歳でソニーより「カデンツァー17」でCDデビュー。

  2002年4月より英国王立音楽院に留学、2004年帰国。

  2013年キングレコードに移籍、第一弾アルバム「HERO」発売。

  2014年アルバム「ONE」発売。

  

  プロフィールの詳細→http://www.kimuradai.com/about/profile.html



  [広告]sign-pole records
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  矢後のひとりごと

  


  平成生まれのギタリスト矢後憲太氏は高度なテクニックと繊細な音作りで素晴らしい音楽を奏でます。ここでは通常の教本とは異なる目線で、さらに深い視野や概念、指先のテクニックにいくまでの根本的な話など、意識していればギターをより楽しめるような話をコラム的に掲載します。

  

  1年間12回に渡り掲載してきた「矢後のひとりごと」は本号で最終回となります。

  最後もマニアックに語ってくれていますので、ギターファンには楽しんでもらえると思います。バックナンバーは全て無料でダウンロードできますので、まだ読んでいない方はぜひご購読ください。

  

  質問などありましたら、お気軽にTwitter、facebook、メール(info@aco-world.com)等にお問い合わせください。

  


  　皆さんこんにちは、矢後憲太です。梅雨のジメジメの季節がやってきましたね。気温や湿度の変化に伴って、ギターは毎日ちょっとずつコンディションが変化しています。その時その時で変化するなんて、まるで人間みたいですよね。ご自分のギターの状態を毎日しっかり観察してみると面白いかもしれません。基本的に、湿度が高い時は冬場の乾燥のように割れが出てしまうということはないでしょうが、トップの膨らみやネックの反りなど木の膨張によってコンディションが変化するので、弾きやすさが変わってきてしまうことがよくあります。弦も錆びやすくなってくるので、少し厄介な季節ですね。

  

  　さて、今回の記事で「矢後のひとりごと」は第12回目の連載を迎えます。当初の予定通り、この連載は12回目となる今回をもって終了となります。ちょうど1年間の連載でしたが、ここまで続けてこられたのもご愛読くださっている皆さんのおかげでした。本当に感謝感謝です。最後のコラム、有終の美を飾るべく、張り切って書いていきたと思います！！！

  

  ●第十ニ回 ～弦やカポタストなどについての考察～

  

  　最終となる今回は、弦やカポタストなどについてお話したいと思います。この話題に関しては当初からずっと書きたいと思っていたのですが、いろいろと順序立てていくうえでどんどん後回しになって、ついに最終回でようやく触れることができました。弦にしてもカポにしても、ギター本体やピックアップなどの機材類とは違って、交換が容易なツールです。道具の優先順位としてはギター本体よりも低くはなってしまいますが、個人的には本当に大切な部分だと思っています。特に弦に関しては、サウンド、手触り、寿命など、各製品で癖がまるっきり変わってしまうので、それ によって弾き方や使い方を変えていかなければならない程です。ですから、自分のニーズに合った ものを使いたいところです。

  　ギターを1本購入するためには何万円も必要ですが、弦やカポは何百円、何千円の世界で入手できるものがたくさんありますから、いろんなものを試すのが簡単で非常に楽しいです。私も今でこそ継続して気に入った一つの弦を使用してはいますが、新しい、まだ使ったことのない製品が出てくればなるべく試すようにしていますし、カポに関しては常に持ち歩いてギターによって、曲によって使い分けています。サウンドの違い、使用感の違い、あらゆるニュアンスの違いに手軽に変化をつけられるので、これもギターの楽しみ方の一つなんじゃないかなと思っています。いろいろと試す作業は本当に楽しいので、皆さんもぜひいろんなものを使ってみましょう。お気に入りのアイテムが見つかるかもしれません。

  

  　ではまず弦について考えてみましょう。どんな楽器屋さんでも、行くとまず目にするのはマーティンとかダダリオとか定番の弦だとは思いますが、豊富な種類を取り揃えたお店やネットショップなどを覗いてみると、実にたくさんの種類の弦が存在するということに気づきます。いろんなメーカー、ブランドがあって、その中でもさらにラインナップがあります。本当にたくさんの種類があってどれを使ったら良いかわからない～、なんて方も多いとは思いますが、これはもう製品の説明やレビューを読んでも実際に使ってみないとその使用感はわからないので、根気強く試してみましょう。全然好みでないフィーリングの弦に当たってしまったら悲しいですが、毎回わくわくしながら使ったことのない種類の弦を試すのは、個人的にはかなり楽しいです。

  

  　さて、では私なりに、いろんな弦に関して今現在考えていることをお話しします。あれが良いとかこれが良いとかそういった話ではなくて、どんな部分を見たら良いのかとか、どんな風に捉えて使うかとか、そういう話です。では本題に入りましょう。まず大前提として、私は同じ弦を使い続けることは非常に大切だと思っています。「いろいろ試しましょうと言っておきながら、いきなり同じ弦を使えってどういうこと？」と思った方、まずは毎回いろいろ試してみて、“これが良い”と感じたものが見つかれば、それを継続して使いましょうという意味です。異なる弦の癖を掴むのって、結構時間がかかると感じています。例えばAという弦をしばらく使って、その弦で様々な曲を演奏し、表現に磨きをかけて練習していたとして、それをいきなりBという弦に替えてしまったら、きっと同じように弾いても音が変わってしまうということです。そもそも弾きづらく感じてしまったり、なんとなく馴染んでいない感覚があったり、厳しく見ていくとそういったズレというか差異のようなものが確実にあるはずです。ですから、演奏スタイルやピッキングのタッチにもよるので一概には言えないですが（あんまり関係ない弾き方もあります）、演奏をじっくり細かいところまで煮詰めていこうと思ったらコロコロと弦を替えず、基本的には同じ弦を継続的に使用し、継続的に感覚を維持し、その上で技術や表現を磨いていく方が理に適っていると思います。いろんな弦を試すのはとっても楽しいですが、最終的に一番のお気に入りを見つけるまでの“旅”のようなもので、きっと何処かのタイミングでは一つの弦、或いは感覚を共有できる数種類程度まで絞ることをオススメします。継続することで積もる感覚の経験値を大切にしましょう。（絞った数種類を、演奏する場所や季節や、環境によって適材適所で使い分けるという攻めのチョイスもアリだと思います。）

  

  　では大前提を踏まえた上で話を進めますが、私が弦を試す時に特に気にしているポイントは、芯の強さと倍音のバランス、サスティン、テンション、張ってから音が落ち着くまでの時間、寿命、タッチの再現性、などなどです。

  

  　まず、“芯の強さと倍音のバランス”についてですが、基本的に、ソロギターというスタイルで演奏するのでしたらまずある程度の芯の強さというのは必要になってくると思います。よくあるのが、ジャワ～ンとかシャリ～ンとか、倍音が豊かに広がっていってそれはそれで気持ち良いのだけれど、音の芯がそれに埋もれてしまって曲を弾くのには向いてないなと感じるもの。コード弾きとか単調なアルペジオなら気持ち良くても、メロディを弾かなきゃならないとかベースを弾かなきゃならないとか、役割分担のようなメリハリが求められるソロギターの演奏には、しっかり音の輪郭が前に出て行くものでないと弾き辛いし聞き辛いです。（これはギターに関しても同じことが言えて、所謂“倍音お化け”みたいなギターではダメなんですよね。）芯がしっかりあって、そこに倍音が適度に足されている感じが好ましいと思います。

  　サスティンに関しては、個人的には、長さがありつつも余韻を残しつつ徐々に減衰していくようなものが好きですね。スコーンとまっすぐストレートに伸びていってしまうものよりも、緩やかなカーブを描く感覚があるものが好きです。これは完全に好みでしょう。そういえば先日ラウンドコアの弦を試してみたのですが、サスティンがとんでもなくストレートに伸びていって驚きました。通常の六角芯のフォスファーブロンズの減衰の曲線とは明らかに違っていました。

  　テンションに関しては、しなやかなものやゴツゴツしたものまで様々ですが、手に負担が大きく掛からずにスムーズに扱えるものが前提で、そこからサウンドのニュアンスで決めていけば良いと思います。弦が持っている特有のテンション感は様々ですが、それらは弦を張る時のペグポストへの巻き数で、ある程度の調整が可能です。この辺も実験なのですが、同じ弦でも、巻き数を調整するとかなりニュアンスが変化するので、こだわる方はぜひそこまで実験してみて欲しいです。

  　あと、テンションについて考えるとゲージについて気になる方が多いと思いますが私はいろいろ試してみて、今は基本的に変則ゲージに落ち着いています。基本的にDADGADを基本とした変則チューニングを多用するので、特定の弦の音をドロップして落ちる部分のテンションを稼ぐ目的です。013、017、024、032、042、052というゲージです。（私が使っているピラミッド弦は、ライトゲージの6弦が052で標準です。他社製品の多くは053、054です。）基本的にはライトゲージですが、1-2弦をミディアムのものに変更しています。実はこれは単純に太くしているのではなくて、瞬発力のあるサウンドを使いたいという狙いがあったりします。私はここ数年、右手のタッチで、パワフルな瞬発力を感じるサウンド出すことに取り組んでいるのですが、そのためには弦の跳ね返りが大切だということに気づきました。タッチを生かすゲージのチョイスということです。巻き数を増やすことで得られるテンションと、弦そのものを太くして得られるテンションは、ちょっと得られるニュアンスが異なるように思います。気をつけていただきたいのは、むやみに太くすれば良いとか、そういうことではないということです。弦を太くすると、音が大きくなったり芯が出たりそのインパクトは増しますが、サスティンは減るのです。得られるものがある反面、失われるものもあります。この点に注意してチョイスしてみましょう。また、ゲージ選びの中で数値というのは、これまた参考程度にしかアテになりません。例えば、マーティン弦でわかりやすい製品がありますが、FX弦というものがありまして、これの6弦は通常の054という表記です。もちろんマーティンの普通の弦の6弦も数値上は054なのですが、これらのテンションはかなり違います。FXの方がしなやかでテンションは弱めです。なぜかというと、芯線の太さと巻きの部分のバランスが違うのです。芯線が太くなればテンションは増します。054というのは径の数値なので、それだけ見ていても芯の太さはわからないということですね。これが、メーカーが変わってくるとまた全然違うので、結果的にはもう試してみるしかそれを知る術はありません。ちなみにピラミッド弦の6弦が052で十分なテンショが得られるというのも、ここに理由があるそうです。

  　さて、長くなりましたが、次です。基本的に張ってから落ち着くまでの時間が早い方が、レコーディングにしてもライブにしても、使いやすいです。寿命に関しては、ここ数年コーティング弦というものが増えてきて、ロングライフなものが増えてきました。エリクサーなどのコーティング弦ですが、そのパフォーマンスは驚異的なものがあって、とにかく錆びないです。弦の表面を文字通りコーティングしてあるので、汚れが入り込まずに錆びないというわけです。ですが、裏を返せば、錆びないというだけです。錆びないということだけがロングライフであるということではないということを、皆さん覚えておいてください。弦というものは、伸びきって芯のない音になってしまったら、もうそれは寿命です。つまり、コーティング弦というのは錆びない工夫に関しては一級品ですが、伸びだったりピッキングによる金属疲労だったり、そういう面では普通の弦と変わらないということです。響きに関しては、コーティングしてしまうので理論的には確実にノンコーティングよりも振動効率が落ちます。ですから、高価なコーティング弦をチョイスする際は、錆びないということの価値をどう捉えるかという点についてが焦点となると思います。

  

  　ざっくりいろいろ書いてみましたが、いろんな弦を試してぜひ自分に合った弦を見つけてみてください。個人的には、ギターが替われば弦も替わると感じています。非常に奥が深いです！！

  

  　では、次にカポタストのお話です。カポについてはあまり多くお話しすることはないのですが、とにかく種類によってあらゆる感覚が違ってくるということだけお伝えできればと思います。それにはあらゆる要素があって、重量、構造、ゴム部分の硬さに至るまで、その全てのバランス次第で変化しています。一概に、重いからこうだ、とか、軽いからこうだ、とか、そういうレベルの話ではないです。例えばベーシックなシャブカポには、素材が異なる、違った重量のラインナップが3種類あります。どれも音が違います。NSカポにしても2種類あって、どちらも違ったニュアンスが得られます。お使いのギターや、弾く曲や、そういったものに絡めて考えていって、最終的に合うものを使われるのが良いかと思います。ちなみに私は、曲によって変更したり、その日の会場や体調によって変更したりしてます。これも非常に奥が深いので、ぜひ楽しみながら実験してみてください。既製品をそのまま使うのではなくて、ゴム部分を変更してみたり、そういうのもやってみると劇的に変化が見られます。

  

  　さて、最後のコラムは弦とカポタストについてのお話でしたが、いかがだったでしょうか。ちょっとしたところを替えるだけで大きな変化が出るところなので、ぜひこの記事を参考に試行錯誤してみてください。

  

  　“ちょっと変わったコラム”をコンセプトにスタートした“矢後のひとりごと”でしたが、1年間、とても楽しく執筆させていただきました。少なくとも、雑誌やWebコンテンツでよくあるような解説やアドバイスとは違った雰囲気でお届けできたのではないかと思います。楽しんでいただけたでしょうか。私がお伝えしたかったことは、“よく見て”そして“よく考える”ということです。皆さんのギターライフをより豊かにするために、いろんなことに目を向けてみて、考えてみてください。まずは“きっかけ”を見つけること、そしてその発見から原因を探ったり、こうすれば良くなるとか、あらゆる方向で考えてみるということです。そしたらきっと、皆さんのギターライフが今までの何倍も豊かなものになっていくのではないかな～と信じています！

  

  　それでは、私からは以上になります。コラムは終了しますが、矢後憲太はこれからも、ライブに、ツアーに、創作に、レッスンに、バリバリ取り組み、バリバリチャレンジしていきたいと思いますので、どうぞ応援よろしくお願いいたします。活動情報は随時オフィシャルホームページにて更新 していきますので、要チェックです！！！

  

  　1年間のご愛読、本当にありがとうございました！！！心より感謝の気持ちとともに、最後の別れのご挨拶を・・・

  

  　それではそれでは、ごきげんよう！！！

  


  

  矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com
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  1990年栃木県生まれ。フィンガースタイルギタリスト。多彩な奏法を駆使し、様々な情景、感情、物語などをギター1本でありありと表現する。色彩感溢れるその豊かな音色は、聴く者を色とりどりの世界へと誘う。

  2012年、モリダイラ楽器主催全国規模フィンガーピッキングコンテストにて優秀賞を受賞。

  ライブカフェ宮内家でほぼ毎週木曜日ライブを行い、多くのギタリストとも共演する。

  2013年、同コンテストにて優秀賞、オリジナルアレンジ賞、葉山ムーンスタジオ賞 (オーディエンス賞)の三冠を受賞。

  2014年、自身初となるフルアルバム『85.』を葉山ムーンスタジオレーベルよりリリース。

  アコギソロでライブ活動を展開。ライブやイベントの出演に加え、ラジオ番組への出演やパーソナリティとしての活動、楽曲提供、バレエコンサートとのジョイント、アート作品展とのコラボレーションなど、他分野に渡って精力的に活動を展開。


  



  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。

  


  Gibson J-45 1955年製

  

  いよいよ夏到来という気候ですが、皆様どうお過ごしでしょうか？

  当店だけの傾向なのかわかりませんが、例年6月は楽器がよく動きます。

  ところがヴィンテージギターを取り扱うお店にとってはバッドニュースが…

  

  アメリカドル＄１がいよいよ125円という、円安の程度が度を超えてきました。2〜3年前まで＄1が80円くらいの感覚で、バイヤーも仕事をしてきましたし、お客様もこなれた市場価格に慣れていました。

  買付に行っても、いよいよ全く違う世の中になったことを痛感しています。

  

  ですので、買付はよほど厳選して行なっていかなければなりませんが、本日紹介するようなギターは何が何でも仕入れなければなりません。
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  フラットトップギターを代表する機種と誰もが認める、Gibson J-45 の1955年製です。アメリカのサウスキャロライナのギターショーで買付したものです。

  

  ブラウンサンバーストにラージガード、固定式サドルの仕様で、J-45の中でも最も人気の高い仕様です。
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  トップ板は、1弦側フィンガー脇に補修跡がある以外にクラックは無く、サイドバックもノークラックです。

  

  フレットはアメリカ国内で交換されておりましたが、現時点ではそれなりに消耗がありローフレット2弦で8割残の程度です。
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  入荷時はネック裏の塗装の剥げがひどかったため、国内有名工房にて修正を致しました。

  ペグは現行のクルーソンタイプに、ナットとサドルはオイルステインの牛骨に、交換されています。サドルはオクターブ調整してあります。
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  サウンドは、低音から高音までバランス良く、カラッとした音色で、誰もが想像する典型的なJ-45サウンドです。低音もしっかり出ています。ケースはボブレンのラウンドショルダー用が付属します。綺麗です。

  

  年に数回しかない、ガッツポーズをしたくなるような仕入ですね。

  コレクターの方にもオススメしたいところです。

  


  


  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。

  

  [image: ]



  イベント、ライブ情報

  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇ライブ情報◇◇

  

  ■Aki Miyoshi　http://aki-miyoshi.jimdo.com/

  

  6/27（土）大阪・桃谷「Acoustic Live Cafe Anie」

  Aki Miyoshi　ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円

  お問い合わせ　http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  7/18（土）東京・秋葉原「カフェラウンジ MOCHU PIT」

  Open18:00 Start18:30終演21:30予定



  ●出演者

  ＜Music＞

  ギタリスト：Aki Miyoshi

  ギタリスト：ぷう吉

  尺八奏者：入江要介

  ＜Dance＞

  ベリーダンス：KAZUYA

  ベリーダンス：Heqna(へくな)

  ＜Entertainment＞

  マジック：アレス

  お芝居バーレスク：マーガレットイゴールルーム

  ＜Special Support＞

  ボーンズ：道尾秀介

  前売3,000円　当日3,500円

  ご予約は下記事項を明記の上、

  heqnamail@gmail.com

  まで。

  件名：YOURS予約

  本文：

  1.代表者氏名

  2.ふりがな

  3.電話番号

  4.人数


  7/19（日）東京・下北沢「circus」

  Aki Miyoshi & ぷう吉

  Open12:00 Start13:00

  料金2,500円 (ランチプレート付き）

  お問い合わせ http://love-shimokitazawa.jp/shops/detail/01609

  

  

  ■GIN　http://gin.mistysky.net/

  

  6/26（金）山梨・甲府「ハーパーズ・ミル」

  下山亮平＆GIN　ジョイントライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円 1drink付き

  お問い合わせ TEL 055-233-3157

  

  6/27（土）長野・飯田「いろは亭」

  下山亮平＆GIN　ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ TEL 0265-52-0168

  

  6/28（日）愛知・一宮「Denpo-G studio」

  下山亮平＆GIN　ジョイントライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,700円

  お問い合わせ E-mail： info@denpo-g.com

  

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  6/26（金）27(土)東京・渋谷「Last Waltz」

  Walk on Japan ファースト・ストリート・レコ発記念ライブ

  【出演】SOUL GAUGE(井草聖二、磯貝一樹)

  Open18:30 Start19:30

  前売2,800円（学割前売り券2,000円）当日3,200円

  ２６日＆２７日、２公演通し券＝4,800円

  お問い合わせ　イープラスhttp://okini.eplus.jp/66914/

  

  7/2(木)愛知・春日井「文化フォーラム春日井・屋外特設ステージ」

  井草聖二　ミニコンサート

  Start18:30

  料金無料

  お問い合わせ　http://www.kasugai-bunka.jp/archives/11655

  

  7/4(土)愛知・武豊「ゆめたろうプラザ　響きホール」

  井草聖二 超絶フィンガーピッキング

  Open18:30 Start19:00

  前売1,500円当日1,800円

  お問い合わせ　http://www.town.taketoyo.lg.jp/archives/flyer/150704igusa.pdf

  

  7/5(日)岐阜・多治見「市之倉公民館ホール」

  井草聖二 ライブ

  Open14:30 Start15:00

  前売 800円当日1, 000円

  お問い合わせ http://www.tajimi-bunka.or.jp/ichi/koza/koza.html

  

  7/25（土）東京・六本木「ジャズライブ＆バー｜ソフトウインド」

  井草聖二 ソロライブ

  14:00〜　40分x2ステージ・入れ替えなし

  料金2,000円＋ご飲食代＋消費税

  お問い合わせ　http://www.igusaseiji.com/strawberry1/

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  6/27(土)東京・下落合「リトルボニー」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Start15:00

  チャージ1,000円

  お問い合わせ ０７０−５０７３−７８４７

  

  7/3(金)兵庫・神戸「サロン・ド・あいり　」

  熊谷朋久＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open19:30 Start20:00

  チャージ2,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ ０７８−２４１−１８９８

  

  7/4(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　DENホール」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  7/10(金)東京・西荻窪「ていねいに」

  【田野崎文 ＆伊藤賢一】

  ゲスト：三好紅（va）

  Open16:00 Start17:00

  チャージ3,500円（晩ごはん付き）

  お問い合わせ ０９０−３４５２−３３５４

  

  7/25(土)新宿・初台「近江楽堂」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open15:30 Start16:00

  チャージ3,000円

  お問い合わせ http://www.oumigakudou.com

  

  8/8(土)長野・蓼科「渡邉暁雄メモリアルホール」

  花野美佳（fl）＆三好紅（va）＆伊藤賢一（g）トリオリサイタル

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ http://harmony.o.oo7.jp/facility/facility.html

  

  8/15(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open18:00 Start19:00

  チャージ2,700円

  お問い合わせ０４８−７８８−６０３３

  

  8/28(金)東京・幡ヶ谷「36°5」

  浜田隆史＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  前売2,500円 当日3,000円（共に要1ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　０３−５３５１−３６０５

  

  8/29(土)埼玉・越谷「おーるどタイム」

  浜田隆史＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Start19:00

  チャージ2,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせ ０４８−９７１−１８１２

  

  9/17(水)北海道・札幌「Jack In The Box」

  小松崎健＆三好紅＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Start19:30

  チャージ1,500円（要別途オーダー）

  お問い合わせ ０１１−７３６−７７３６

  

  9/20(日)北海道・札幌「渡辺淳一文学館」

  【田野崎文 うたたねvol.4】

  出演：田野崎文　鈴木裕（vn）　三好紅（va）　伊藤賢一（g）

  Open18:30 Start19:00

  チャージ3,000円

  お問い合わせ ０１１−５５１−１２８２

  

  9/26(土)栃木・鹿沼「一蓮」

  小川倫生＆三好紅＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  詳細未定

  

  10/9(金)東京・曙橋「Back In Town」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,700円

  お問い合わせ ０３ー３３５３−４６５５

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  6/25(木)徳島「寅屋」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:00 Start19:30

  前売り3,000円当日3,500円（１ドリンク付き）

  

  6/26(金)愛媛・松山「Live music Bar カラフル」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:30 Start20:00

  前売り3,000円当日3,500円（ドリンク別）

  

  6/27(土)高知「ライラホール」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OAあり

  Open18:00 Start18:30

  前売り3,000円当日3,500円

  

  7/10(金)三重・四日市「本町プラザ」

  ～第27回　ハートフルコンサート～

  出演：打田十紀夫

  Open18:30 Start19:00

  前売り500円

  お問い合せ：白峰圭子さま(蔵町)　TEL：059-352-3654

  

  7/11(土)三重「music cafe Folks（フォークス）　」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OAあり

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  

  7/19(日)東京・曙橋「Back In Town」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  ゲスト：土師 剛

  Open17:00 Start18:30

  料金3,780円（オーダー別）（整理番号付き）

  

  7/23(木)北海道・釧路「喫茶えいが館」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2015～

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付き）

  

  7/24(金)北海道・帯広「くつろぎの店 彩乃」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2015～

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円 （１ドリンク＆おつまみ付き）

  

  7/25( 土)北海道・札幌「Live & Dining Mellow　」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2015～

  Open19:30 Start20:00

  前売り3,000円当日3,500円（ドリンク別）

  

  7/26(日)北海道・苫小牧「音楽パブ　キャラバン」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2015～

  Open18:00 Start18:30

  前売り3,000円当日3,500円

  

  7/29(水)北海道・小樽「一匹長屋」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2015～

  Open19:00 Start19:30

  前売り3,200円当日3,500円 （１ドリンク付き）

  

  7/30(木)北海道・富良野「傷つく森の緑」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2015～

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円 （ドリンク別）

  

  7/31(金)北海道・旭川「アーリータイムズ」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2015～

  Open19:00 Start19:30

  前売り3,200円当日3,500円 （ドリンク別）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  6/27(土)千葉・九十九里「 ライブレストランシーブリーズ 」

  岡崎倫典ソロライブ

  O.A. Yasu、千葉英樹

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ 　TEL 0475-86-2932

  営業：11:00〜21:00、定休：第2と第3木曜日

  

  7/3(金)東京・曙橋「 バックインタウン 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start19:30

  料金3,780円（要フード、ドリンクオーダー）

  お問い合わせ TEL 03-3353-4655（15:00〜、日曜日定休）

  メールによるご予約はこちらまで：

  backintown@nifty.com

  

  7/4(土)福岡・朝倉「 Music Tea & Live 音茶 」

  岡崎倫典ソロライブ

  〜バースデーライブ〜

  O.A.　三ヶ尻聖一

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（要1ドリンク）

  お問い合わせ　TEL 0946-52-3672

  　または　フィールドウイング　TEL 0946-52-3671

  

  7/7(火)北海道・富良野「啄木鳥 」

  岡崎倫典　夏の北海道ツアー

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ 同 TEL 0167-23-4766

  営業：19:00〜、定休無し

  

  7/9(木)北海道・赤平「交流センターみらい 」

  岡崎倫典　夏の北海道ツアー

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ 村木 TEL 090-3391-8485　または　竹村 TEL 090-6261-0654

  

  7/11(土)北海道・幕別「100年記念ホール講堂 」

  岡崎倫典　夏の北海道ツアー

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ TEL 0155-56-8600

  

  7/12(日)北海道・旭川「フォークジャンボリー 」

  岡崎倫典　夏の北海道ツアー

  Open16:30 Start17:00

  料金4,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ 同　TEL 0166-27-1774 　営業：20:00〜、日曜休み

  

  7/18(土)静岡・浜松「 なんでモール 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  お問い合わせ 053-474-8889

  

  7/19(日)広島・福山「 通り町交流館 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start18:30

  前売3,500円　当日4,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ バー・カブロ TEL 084-926-5966

  営業：18:00〜、日曜日定休

  

  8/1(土)徳島「 寅屋 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 088-677-3233

  営業：20:00〜25:30頃まで

  

  8/2(日)和歌山・紀伊田辺「 オレンチ 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円（オーダー別途）

  お問い合わせTEL 0739-25-0031　営業21:00〜、不定休

  メールによるお問い合わせ、ご予約：

  marakin@oran-chi.com

  

  8/22(土)群馬・野反湖「野反湖キャンプ場」

  フィールドフォークコンサート

  Start12:00

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ 野反湖フィールドフォーク実行委員会（冨沢） TEL 080-5505-0222

  http://nffc.web.fc2.com

  

  8/23(日)群馬・高崎「COCO IZUMI」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,500円

  お問い合わせ青春の唄　（問）TEL 027-333-2847　18:00〜、定休なし

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  7/11(土)東京・神田美土代「セカンドステップ」

  Solo Guitar Live at Second Step

  出演：小川倫生

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（1Drinkオーダー付)

  お問い合わせ：fpg_jun@msn.com , info@ogawa-michio.com

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  6/27（土）京都「文化パルク城陽 プラムホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015（京都）

  開場17:00 開演17:30

  料金5000円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇文化パルク城陽　http://www.bunkaparcjoyo.net/onlineannnai.html

  ◇ローソンチケット（Lコード:54358）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:261-413）0570-02-9999

  ◇イープラス http://eplus.jp/msp

  4/25（土）

  文化パルク城陽　0774-55-1010

  http://www.bunkaparcjoyo.net/

  

  7/5(日) 東京「ゆうぽうとホール」

  FUSION FESTIVAL IN TOKYO VOL.2

  〔出演〕

  CASIOPEA 3rd / NANIWA EXPRESS /

  松原正樹×村上"ポンタ"秀一×後藤次利×佐藤準

  押尾コータロー / 小林香織

  開場16:00　　開演17:00

  指定：8,000円　スタンディング：6,500円（※30名限定　※当日販売のみ）

  キョードー東京 0570-550-799

  http://www.fusionfestivalintokyo.com/

  

  

  7/12（日）兵庫・たつの市「たつの市総合文化会館 赤とんぼ文化ホール　大ホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015（兵庫）

  開場17:00 開演17:30

  料金5400円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇たつの市総合文化会館 赤とんぼ文化ホール　0791-63-1322

  ◇アクアホール　0791-72-4688

  ◇ローソンチケット（Lコード:54365）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:261-415）0570-02-9999

  ◇イープラス http://eplus.jp/msp

  4/24（金）

  たつの市総合文化会館 赤とんぼ文化ホール　0791-63-1322

  http://www.tatsuno-cityhall.jp/abh/

  



  7/16（木）神奈川「音霊 OTODAMA SEA STUDIO」

  音霊 OTODAMA SEA STUDIO 2015 　押尾コータロー×佐藤竹善～ON THE SEA BREEZE～

  〔出演〕押尾コータロー / 佐藤竹善

  開場17:00 開演17:30

  前売4,800円　当日5,300円（自由席/整理番号付き・別途ドリンク代500円必要）

  ※4歳以上チケット必要。4歳未満は保護者１名につき１名まで膝上無料、お席が必要な場合はチケット必要

  チケット6/6（月）

  OTODAMA運営事務局 046-870-6040 (平日 10:00-19:00 ※開催期間中 11:00-18:00 )

  http://www.otodama-beach.com/

  



  7/18（土） 兵庫・三田「三田市総合文化センター　郷の音ホール　大ホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015（兵庫）

  開場17:00 開演17:30

  料金5400円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇郷の音ホールチケットセンター　079-559-8101

  ◇ローソンチケット（Lコード:54366）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:261-418）0570-02-9999

  ◇イープラス http://eplus.jp/msp

  5/11（月）

  GREENS 06-6882-1224（平日11:00-19:00）

  http://sanda-bunka.jp/



  7/25（土）奈良「やまと郡山城ホール」

  押尾コータロー アコースティックギターコンサート2015（奈良）

  開場17:00 開演17:30

  料金5000円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇やまと郡山城ホール 0743-54-8000

  ◇ローソンチケット（Lコード:54371）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:261-422）0570-02-9999

  ◇イープラス　http://eplus.jp/msp

  4/25（土）

  やまと郡山城ホール　0743-54-8000

  http://www.ykjohall.jp/

  

  7/26（日）大阪・吹田「吹田市文化会館メイシアター　大ホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015（大阪）

  開場17:00 開演17:30

  料金5400円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇メイシアター 06-6380-2221

  ◇ローソンチケット（Lコード:53384）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:260-727）0570-02-9999

  ◇イープラス　http://eplus.jp/msp

  5/14（木）

  吹田市文化会館メイシアター　06-6380-2221

  http://www.maytheater.jp/


  


  8/1（土）大阪「万博記念公園もみじ川芝生広場」

  情熱大陸 SPECIAL LIVE SUMMER TIME BONANZA'15（大阪公演）

  〔出演〕

  葉加瀬太郎 / 鈴木雅之 / 藤井フミヤ / 押尾コータロー / May.J /ナオト・インティライミ

  家入レオ / クリス・ハート　and more...（順不同）

  ※出演者は都合により変更になる場合がございます。

  開場11:00 開演12:30(終演予定19:00)※雨天決行、荒天中止

  万博記念公園もみじ川芝生広場（大阪）

  ブロック指定（レジャーシート付・自然文化園入場料込）8,800円

  小学生（レジャーシート付・自然文化園入場料込）1,200円　※未就学児童入場無料

  ◇HP先行受付中　※5/22（金）23:59まで

  http://www.mbs.jp/jounetsu/live/2015/

  ※ファンクラブ会員の方は、ファンクラブ先行のDMをお送りしますので

  そちらからお申し込みください。

  会員サイトからもご覧いただけます。

  キョードーインフォメーション　0570-200-888

  http://www.mbs.jp/jounetsu/live/2015/


  8/22（土）東京「夢の島公園陸上競技場」

  情熱大陸 SPECIAL LIVE SUMMER TIME BONANZA'15（東京公演）

  開場11:00 開演12:30(終演予定19:30)※雨天決行、荒天中止

  ブロック指定（レジャーシート付）8,800円

  小学生（レジャーシート付）1,200円　※未就学児童入場無料

  ◇HP先行受付中　※5/22（金）23:59まで

  http://www.mbs.jp/jounetsu/live/2015/

  ※ファンクラブ会員の方は、ファンクラブ先行のDMをお送りしますので

  そちらからお申し込みください。

  会員サイトからもご覧いただけます。

  キョードー東京0570-550-799　キョードー横浜045-671-9911

  http://www.mbs.jp/jounetsu/live/2015


  ■川畑トモアキ　http://batarou.blog4.fc2.com

  

  6/26(金)大阪・桃谷「Anie」

  川畑トモアキ　ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円＋ドリンク別途

  お問い合わせ　http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  6/25(木)青森・弘前「レストラン・パプリカ」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ3,000円 (1ドリンク付）

  お問い合わせ ０９０−２９７５−１８７４（中村）　パプリカ　0172-35-4450

  

  6/26(金)秋田「カフェ・ブルージュ」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（いずれも１ドリンク付き）

  お問い合わせ http://www.cafebrugge.com/

  

  6/27(土)山形・新庄「レキシントン新庄」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open16:30 Start17:00

  チャージ3,000円

  お問い合わせ 090-4637-5158　二戸

  

  6/28(日)東京・恵比寿「ドルフィンギターズ恵比寿店」

  岸部眞明 インストアライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,200円

  お問い合わせ http://www.dolphin-gt.co.jp/events/event.php?id=233

  

  7/8(水)愛知・名古屋「源」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:50 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ052-751-2550

  live-gen@musical.to

  

  7/9(木)神奈川・日吉「Nap」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ TEL : 045-561-8872（16：00〜23：00）

  E-mail : nap@k8.dion.ne.jp

  

  7/10(金)東京・吉祥寺「マンダラ２」

  中川イサトRoom1310

  ゲスト岸部眞明

  Open18:30 Start19:30

  前売3,500円　当日3,800円

  お問い合わせ 0422-42-1579

  

  7/11(土)東京・水道橋「カフェらいん」

  中川イサト・岸部眞明ジョイントLIVE

  Open17:00 Start18:00

  料金3,800円

  お問い合わせhttp://www.caferijn.com/information/(SOLD OUT)

  

  7/12(日)東京・下北沢「LOWN」

  中川イサト・岸部眞明ジョイントLIVE

  Open18:30 Start19:30

  料金3,500円 （1ドリンク込み）

  お問い合わせ03-6407-1919

  

  7/25(土)大阪・吹田「 COFFEE HOUSE 5th street」

  中川イサト・岸部眞明ジョイントLIVE

  Open18:30 Start19:30

  前売3,500円　当日3,800円

  お問い合わせ http://www.5th-street.com/coffeehouse/

  

  8/15(土)大阪「 LIVE HOUSE JUZA」

  ACE Acoustic Live Special with 岸部眞明　※50名様限定

  Open17:00 Start17:30

  前売4,000円　当日4,500円（＋ドリンク代￥500〜）

  お問い合わせ：７月15日(水)20:00〜

  以下のアドレスでメールにて予約受付致します。50名に達した時点で締め切りとさせていただきます。

  soma-ti@will-music.net

  ※件名は「8/15チケット予約」、本文にお名前(フルネーム)、連絡先電話番号、予約枚数を明記して下さい。枚数の記載が無い場合、１枚として受付致します。

  ※予約はお一人様２枚までとさせていただきます。

  ※予約受付完了のメール返信時に整理番号をお知らせ致します。当日は整理番号順のご入場となります。

  受付処理の都合上、返信までに数日間かかる場合がございます。ご了承下さい。

  ※携帯電話にてご予約のお客様は、soma-ti@will-music.netからのメールを受信出来るよう、予め設定をお願い致します。

  ◎予約チケット引換

  ８月15日(土)16:00〜16:45（開場１時間前〜15分前）

  JUZA 受付にて

  ※お引換えが16:45をすぎてしまった場合、整理番号が無効になり列の最後尾のご入場になる場合がございますのでご注意下さい。

  ◎お問い合わせ：

  JUZA

  TEL：06-6212-2253

  LIVE HOUSE JUZAの詳細はＨＰをご覧ください。

  http://www.will-music.net/juza

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  7/4(土)兵庫・神戸「OUMA」

  アコースティックソロギターライブ

  【出演】伍々慧

  Open18:00 Start19:00

  前売2,000円+スペシャルプレート1,000円 （当日料金は500円アップ、All500円のドリンクは別途オーダー）

  お問い合わせ OUMA 078-231-0055

  

  7/11(土)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  ニーノアンドゴーゴーライブ at Uncle Jam

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open17:00 Start18:00

  料金3,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせアンクルジャム 0798-64-5405

  

  8/7(金)神奈川・横浜「オーラパンアジル」

  ニーノアンドゴーゴーアライブ

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open18:00 Start19:00

  料金2,800円(別途１ドリンクオーダー)

  お問い合わせアイダ企画 Mail: noanoa.dada.ai@icloud.com もしくは 090-4451-6836

  

  8/8(土)東京・恵比寿「ドルフィンギターズ恵比寿店」

  ニーノアンドゴーゴーインストアライブ

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open19:00 Start19:30

  料金2,200円

  お問い合わせドルフィンギターズ恵比寿店03-6415-3580

  

  8/9(日)愛知・一宮「Denpo G Studio」

  ニーノアンドゴーゴーライブ

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open16:30 Start17:00

  料金2,300円

  お問い合わせ http://nino-and-gogo.com/contact.html

  

  8/22(土)兵庫・夙川「ウクレレカフェオコナ」

  ニーノアンドゴーゴーライブ at ウクレレカフェオコナ

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ ウクレレカフェオコナ　ukulele@cafeokona.com　0798-70-7057

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  6/21(日)岩手・盛岡「Cafe CAMON」

  小松原俊ソロライブ　

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせTEL：０１９-６６３-７２７０

  

  

  ■逆瀬川剛史　http://blog.livedoor.jp/takeshi_sakasegawa/

  

  6/27(土)福岡「黒猫屋珈琲店」

  逆瀬川剛史ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  料金2,000円(ワンオーダー制）

  お問い合わせ　092-725-5050

  

  7/4(土)福岡「茅乃舎」

  スローなる夕べ

  出演：アラン・アルバス、逆瀬川剛史

  Open18:00 Start18:30

  料金お一人様 11,000円（税込） ※コース料理とお飲物付

  お問い合わせ http://www.kayanoya.com/r/event/201507slow.html

  

  7/20(月)福岡「TIEMPO HALL」

  ジャスティン・キング JAPAN TOUR 2015

  ＜スペシャル・ゲスト＞逆瀬川剛史

  Open19:00 Start19:30

  前売り5,000円　当日券5,500円

  お問い合わせラテン文化センター ティエンポ

  　　　　　　　　　　　　　　Tel:092－762－4100　

  　　　　　　　　　　　　　　Email:eventos@tiempo.jp

  　　　　　　　　　　　　　　HP:

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  6/28(日)千葉「JAZZ&BAR clipper　」

  坂元昭二ギターソロ　

  Open17:00 Start18:00

  料金2,000円 ※飲食別

  お問い合わせ http://clipper.mond.jp

  

  7/3(金)大分「十三夜」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円※要１ドリンクオーダー

  お問い合わせ　Tel.097-513-0013　十三夜

  

  7/4(土)大分・日田「和食工房　新」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:00 Start19:00

  料金4,000円　※軽食＋１ドリンク付き

  お問い合わせ Tel. 0973-24-1618

  

  7/5(日)福岡・飯塚「杜の舟」

  坂元昭二ギターソロ　完全生音ライブ～音のとまり木～

  Start15:00

  前売3,000円　当日3,500円※フリードリンク付

  お問い合わせ Tel. 0949-62-6799（杜の舟）

  

  7/6(月)宮崎・都城「ばぶた城」

  坂元昭二ギターソロ

  Open17:30 Start18:30

  料金2,500円　※１ドリンク付（ビール、赤白ワイン、焼酎、ポットのハーブティ）　追加の場合は各500円

  お問い合わせ◆オフィスディセンバー

  　　メール：december@december.co.jp

  　　TEL：070-5020-7262

  ◆メール：hiro342_0518@yahoo.co.jp　（田代）

  

  7/11(土)埼玉・川越「小江戸蔵里」

  坂元昭二　酒蔵コンサート in 小江戸・川越 vol.2　

  Open14:00 Start14:30

  料金2,500円

  お問い合わせ予約方法についてはオフィスディセンバーまでお問い合わせ下さい。

  　Tel. 070-5020-7262

  　E-mail december@december.co.jp

  

  7/24(金)佐賀「とんがりボウシ」

  坂元昭二ギターソロ

  ゲスト ： 西村美和（二胡） 　

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円※１ドリンク付

  お問い合わせTel. 0955-28-4128

  

  7/25(土)長崎「フォーク酒場1970」

  坂元昭二ギターソロ

  19:30～坂元昭二ギターライブ

  20:40～懇親会＆坂元フォークセッション

  料金2,500円ドリンク別

  お問い合わせTel. 095-824-6452

  

  9/12(土)静岡「さじっとの家」

  坂本さんちで坂元さんライブ　in さじっとの家　

  17:00～19:00　お食事

  19:00 開演～20:20終演予定

  料金3,500円※１ドリンク＋スリランカカレー付　※50名限定！

  お問い合わせTel. 080-3284-7058 さじっと

  メール　december@december.co.jp

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  6/26（金）山梨・甲府「ハーパーズ・ミル」

  下山亮平＆GIN　ジョイントライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円 1drink付き

  お問い合わせ TEL 055-233-3157

  

  6/27（土）長野・飯田「いろは亭」

  下山亮平＆GIN　ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ TEL 0265-52-0168

  

  6/28（日）愛知・一宮「Denpo-G studio」

  下山亮平＆GIN　ジョイントライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,700円

  お問い合わせ E-mail： info@denpo-g.com

  

  7/18（土）長野「ギャラリー花蔵」

  下山亮平ソロ・ライブ

  OA：yamazaking（14:30～）

  Open14:00 Start15:00

  料金2,500円(1drink付)SUNDAY LIFE COFFEE提供

  お問い合わせTEL 090-2331-8665（会津）

  

  7/19（日）富山「カプリチョ」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open17:00 Start18:00

  前売2,500円　当日3,000円(1drink付)

  お問い合わせTEL 076-442-7216

  

  7/20（月）石川「Pon Polo Pooh」

  ほっとほっとコンサート下山亮平 ライブ

  Open17:30 Start18:00

  前売2,000円　当日2,500円(1drink付)

  お問い合わせ TEL 076-214-6236

  

  

  ■城直樹　http://naoki-jo.com/

  

  7/8(水)福岡・博多「ブギ」

  星文昭＆城直樹ライブ〜Wish upon a Star on Strings〜

  【出演者】 城直樹 星文昭

  Open19:30 Start20:00

  前売2,000円　当日2,500円(要オーダー)

  お問い合わせ092-776-9390（ブギ）

  E-mail: mail@naoki-jo.com（城直樹）

  

  8/30(日)東京・中野「梅若能楽堂」

  While Solo Guitar Beatly Weeps 発売記念イベント

  【出演者】 城直樹 AKI,浜田隆史,土門秀明,益田 洋,南澤大介

  Open14:30 Start15:00

  前売4,000円　当日4,500円

  お問い合わせTEL: 03-5432-3480（solo guitar records 秋田）

  FAX: 03-3363-7749（梅若能楽堂）

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  7/30(木)東京・代官山「Acoustic Live NOMAD」

  Moonlight Starlight　発売記念ライヴ！

  出演　住出勝則

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円（ドリンク代別途）

  お問い合わせ 03-3770-3723

  

  7/31(金)大阪・江坂「江坂ホームカフェ」

  Moonlight Starlight　発売記念ライヴ！

  出演　住出勝則

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円（ドリンク代別途）

  お問い合わせ 06-6192-1818

  

  8/1(土)石川・白川「Pon Polo Pooh F&Pホール」

  Moonlight Starlight　発売記念ライヴ！

  出演　住出勝則

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円（ドリンク代別途）

  お問い合わせ076-214-6236

  

  8/2(日)沖縄・那覇「アルテ崎山」

  Moonlight Starlight　発売記念ライヴ！

  出演　住出勝則

  Open19:30 Start20:00

  前売2,000円　当日2,500円（ドリンク代別途）

  お問い合わせ 098-884-7522

  

  8/15(土)京都・木屋町三条「MODERN TIMES」

  ソロギターライヴ Moonlight Starlight

  出演　住出勝則

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円（要１オーダー）

  お問い合わせ 075-212-8385

  

  8/22(土)愛知・名古屋「源」

  ソロギターライヴ Moonlight Starlight

  出演　住出勝則

  Open17:20 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円（要１オーダー）

  お問い合わせ052-751-2550

  

  8/23(日)長野・飯田「いろは亭」

  ソロギターライヴ Moonlight Starlight

  出演　住出勝則

  Open17:30 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円（要１オーダー）

  お問い合わせ 0265-52-0168

  

  8/29(土)北海道・札幌「BOSTON CLUB」

  ソロギターライヴ Moonlight Starlight

  出演　住出勝則

  Open18:00 Start18:30

  前売3,500円　当日4,000円（各１ドリンク付）

  お問い合わせ 011-512-4939

  

  8/30(日)兵庫・西宮「UNCLE JAM」

  住出勝則ソロギターライヴ

  Open17:30 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円（+2ドリンクオーダー）

  お問い合わせ0798-64-5405

  ※ツアーとは違う、「Uncle Jam」だけのスペシャルな内容でお届けいたします！

  

  9/5(土)香川・高松「RUFFHOUSE」

  ソロギターライヴ Moonlight Starlight

  出演　住出勝則

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円（要１オーダー）

  お問い合わせ 087-835-9550

  

  9/6(日)愛媛・松山「RUFFHOUSE」

  ソロギターライヴ Moonlight Starlight

  出演　住出勝則

  Open17:30 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円（要１オーダー）

  お問い合わせ 089-941-0036

  

  9/20(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  ソロギターライヴ Moonlight Starlight

  出演　住出勝則

  Open16:30 Start17:30

  前売3,780円　当日4,320円（要１オーダー）

  打ち上げパック：2,160円（希望者のみ、別途料金）

  お問い合わせ 048-788-6033

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  6/28(日)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.18

  野分 （Vo 山崎のりこ　Gt,Vo 竹内いちろ）

  Open18:00 Start18:30

  満席

  

  7/4(土)三重・四日市「諏訪公園交流館」

  よっかいち七夕ライヴ　和ナイト

  マリオアンサンブル（大正琴）

  ゲスト竹内いちろ（ギター）　出會深雪（二胡）

  18:00〜19:30　無料

  お問い合わせ　http://suwakouen.sblo.jp/article/134535438.html

  

  7/11(土)三重・四日市「カリー河」

  十弦夢　（Bass 見掛英治 Gt 竹内いちろ）

  Open18:30 Start19:30

  お問い合わせ 見掛英治090-7434-8132

  j-bass.e-mikake@docomo.ne.jp

  

  9/4(金)愛知・名古屋「TOKUZO」

  MUSIC FIELD１０周年記念ライヴ

  ・森圭一郎

  ・野本有流＆田中晴之

  ・大久保理

  ・竹内いちろ

  ・TRIBARREL

  (尾崎博志・河合徹三・古橋一晃)

  Open17:30 Start18:30

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ http://musicfield.sblo.jp

  

  9/5(土)愛知・名古屋「TOKUZO」

  MUSIC FIELD１０周年記念ライヴ

  ・ちんちくりん

  ・THE MAGIC STONES

  ・THE SOULEELS 5

  ・The Goo Gaas

  ・竹内いちろ

  ・大久保理

  Open17:30 Start18:30

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ http://musicfield.sblo.jp

  

  10/24(土)三重・桑名「珈琲館はせ川」

  野分 （Vo 山崎のりこ　Gt,Vo 竹内いちろ）

  Open18:00 Start19:00

  前売1,500円　当日1,800円　(F/D別)　

  お問い合わせ電話０５９４－２３－３２３３

  

  12/4(日)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live

  伊藤賢一・小川倫生

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円

  予約　氏名連絡先明記の上

  ichirogtp@gmail.com　まで

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda.com

  

  6/27(水)兵庫・西宮「イエローリボン」

  Shohei Toyodaワンマンライブ

  Open18:00 Start 19:00

  料金2,500円（ドリンク付）

  お問い合わせＴＥＬ＆ＦＡＸ　０７９８－７４－３６８６

  marge-yellowribbon@y8.dion.ne.jp

  

  7/26(日)愛知・名古屋「art space源」

  Shohei Toyodaワンマンライブ

  Open15:20 Start 16:00

  前売2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ　TEL/FAX 052-751-2550

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2015/06/27（土）

  【宮崎県宮崎市】

  会場：ガーラム

  （宮崎市宮崎市橘通り東３丁目3-12ポールスタービル６階）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-5298-6296

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/07/11（土）

  【鹿児島県鹿屋市】

  会場：bocchi

  （鹿児島県鹿屋市本町4-16中央ビル2）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0994-45-4641

  開場／19：30　開演／20：00

  

  2015/07/17（金）

  【福岡県】

  会場：御縁屋

  （福岡県福岡市中央区天神3-5-12）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：092-781-1815

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,500円（要ドリンクオーダー）

  

  2015/07/18（土）

  【長崎県壱岐市】

  オープニングアクト：大西康

  会場：赤とんぼ

  （壱岐市郷ノ浦町片原触32番地）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0920-47-0789

  開演／15：00〜

  料金：前売り2000円、当日2500円

  　　　（別途要1ドリンクオーダー）

  

  2015/07/19（日）

  【熊本県】

  オープニングアクト：東大樹

  会場：酔wing（スウィング）

  （熊本市中央区花畑町１０－１０　中山ビル２F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：０９６－３５６－２０５２

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,000円（別途要ドリンクオーダー）

  

  2015/07/20（月・祝）

  【鹿児島県】

  オープニングアクト：山本聡、オージロー

  会場：Live HEAVEN

  （鹿児島市東千石町 3-41 キャパルボ 7 階）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：099-227-0337

  開場／18：00　開演／18：30

  料金：2,300円（別途ドリンクオーダー）

  

  2015/08/28（金）

  【福岡県北九州市】

  会場：フォークビレッジ

  （北九州市小倉北区馬借3丁目3-30KNビル1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：093-511-2115

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：前売￥2,500　当日￥2.800（要1Dオーダー）

  

  2015/09/18（金）

  【岐阜県】

  会場：焙煎香房　ufu CAFE

  （岐阜県各務原市鵜沼朝日町1-269-1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-4404-7385

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/09/19（土）

  【愛知県名古屋市】

  会場：Art&Music Space 源

  （名古屋市千種区春岡1-11-8）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：052-751-2550

  開場／18：20　開演／19：00

  料金：前売り２８００円　当日３０００円

  

  2015/09/21（月・祝）

  【奈良県】

  会場：いつか森になるカフェ

  （奈良県奈良市神功4-25-1-101）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0742-31-8433

  開場／16：00　開演／16：30

  料金：2,500円（別途要ドリンクオーダー）

  

  

  ■西山隆行　http://www.musictail.net/nishi/

  

  6/24(水)山形・米沢「音楽アズム館　米沢店」

  毎月２４日は にっしーの日 Live in 山形県！！ with 武田 昌俊

  出演：西山隆行、武田 昌俊

  Open19:00 Start19:30

  料金1,500円

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  7/24(水)沖縄・那覇「音楽アズム館　米沢店」

  毎月２４日は にっしーの日 Live in 沖縄県！！

  出演：西山隆行

  Open19:00 Start20:00

  料金1,500円

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  7/26(日)東京・高円寺「大陸バー 彦六」

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）／カジカ（フィドル）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円＋オーダー

  お問い合わせ　03-3336-5153（お店）

  

  7/27(月)福島・二本松「千の花」

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ 0243-22-0108（お店）

  

  7/28(火)山形・米沢「らぁじゃ」

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ tel : 090-5595-6913（遠藤）

  

  7/29(水)山形・米沢「白布温泉 湯滝の宿西屋」

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Start19:00

  お問い合わせtel : 0238-55-2480（西屋旅館）

  

  7/30(木)宮城・仙台「チャーリーズ・レモン・カントリー」

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Start20:30、21:30、22:30（３ステージ）

  料金2,000円（別途飲食代）

  お問い合わせtel : 022-225-7569（お店）

  

  7/31(金)岩手・宮古「カントリーズcafe」

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  オープニング：らんぶらぁず（ブルーグラス、カントリー）

  Start19:00

  前売2,000円　当日2,500円（Drink代別途）

  お問い合わせ　tel : 0193-64-3451（お店）

  

  8/1(土)岩手・盛岡「専立寺（せんりゅうじ）」

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Start19:00

  料金2,000円

  お問い合わせtel : 019-622-1066（お寺）

  

  8/2(日)北海道・函館「まるたま小屋」

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  オープニング：なな（ハンマーダルシマー）

  Start18:30

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせtel : 0138-76-3749（お店）

  

  8/12(水)北海道・小樽「一匹長屋」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ Tel: 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  8/27(木)東京・国分寺「クラスタ」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  超ゲスト：覆面シンガー（ギターと歌）

  Open18:00 Start19:30

  料金3,000円（２ドリンク券つき）

  お問い合わせ tel : 042-326-8184（クラスタ）

  

  8/28(金)東京・幡ヶ谷「 36°5 」

  出演：浜田 隆史（ギター）／伊藤 賢一（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円（１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせtel : 03-5351-3605（36°5）

  

  8/29(土)埼玉・越谷「ライブカフェ おーるどタイム」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／伊藤 賢一 （ギター）

  Start19:00

  料金2,000円（別途オーダー）

  お問い合わせ Tel:048-971-1812（お店）　　Mail:oldtimemk@yahoo.co.jp

  

  8/30(日)東京・中野「梅若能楽学院会館・能楽堂」

  ビートルズ・トリビュートアルバム「While Solo Guitar Beatly Weeps」発売記念イベント

  出演：AKI、城 直樹、浜田 隆史、土門 秀明、益田 洋、南澤 大介（他アルバム参加者も緊急参加もある可能性があります）

  Open14:30 Start15:00

  前売4,000円　当日4,500円

  お問い合わせ　SOLO GUITAR RECORDS 豊作プロジェクト株式会社（東京都中野区中野3-1-6 N-1ビル 4F）

  TEL:03-5342-3480（担当：秋田）

  

  

  ■ぷう吉　http://ameblo.jp/pukichi1310/

  

  6/27(土)広島「flying kids」

  ぷう吉 & さらさ ジョイントライブ

  Open13:30 Start14:00

  料金2,500円

  

  6/27(土)広島「Rock'N Jam」

  ぷう吉 & さらさ ジョイントライブ

  Start19:00

  テーブルチャージ 1000円（1dr付）

  投げ銭制

  

  7/18（土）東京・秋葉原「カフェラウンジ MOCHU PIT」

  Open18:00 Start18:30終演21:30予定



  ●出演者

  ＜Music＞

  ギタリスト：Aki Miyoshi

  ギタリスト：ぷう吉

  尺八奏者：入江要介

  ＜Dance＞

  ベリーダンス：KAZUYA

  ベリーダンス：Heqna(へくな)

  ＜Entertainment＞

  マジック：アレス

  お芝居バーレスク：マーガレットイゴールルーム

  ＜Special Support＞

  ボーンズ：道尾秀介

  前売3,000円　当日3,500円

  ご予約は下記事項を明記の上、

  heqnamail@gmail.com

  まで。

  件名：YOURS予約

  本文：

  1.代表者氏名

  2.ふりがな

  3.電話番号

  4.人数


  7/19（日）東京・下北沢「circus」

  Aki Miyoshi & ぷう吉

  Open12:00 Start13:00

  料金2,500円 (ランチプレート付き）

  お問い合わせ http://love-shimokitazawa.jp/shops/detail/01609


  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  7/7(火)東京・渋谷「gee-ge.」

  松井祐貴　Summer Night Live

  Opening Act：まッきー

  Open18:30 Start19:00

  チケット：前売り 3,000円+1ドリンク600円／当日 3,500円+1ドリンク600円

  ※全席自由

  お問い合わせ　http://yuki-matsui.com/ticket.html

  

  7/19(日)千葉・鎌ケ谷「きらりホール」

  松井祐貴　アコースティック・ソロギター・ライブ IN きらりホール 2015

  Open16:30 Start17:00

  料金2,000円4歳以上中学生以下 500円

  お問い合わせ きらりホール 047-441-3377（9〜22時）

  

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  7/8(水)大阪「Live cafe Anie」

  丸山ももたろう・西沢和弥バースディライブ

  出演　丸山ももたろう・西沢和弥

  詳細は後日

  お問い合わせ Anie TEL06-4305-0772

  

  7/11(土)東京・目黒「Midnite Hour」

  ももかん（丸山ももたろう・石井完治）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円※ドリンク別

  お問い合わせ Midnite Hour TEL 03-3444-2285

  

  7/12(日)東京・西早稲田「音楽室DX」

  音楽室　Aco-Essentials Vol.15～Fantastic Summer～

  出演　ももかん（丸山ももたろう・石井完治）

  m.c.A・T Penny　富永TOMMY弘明　近藤ナツコ

  Open18:00 Start19:00

  予約3,000円当日3,500円※ドリンク別

  お問い合わせTEL 03-5273-5110　（17:00～23:00）

  

  8/1(土)愛知・名古屋「メニコンHITOMIホール」

  ～MUSIC FIELD　10周年企画　ももかんライブ2015～

  出演　ももかん（丸山ももたろう・石井完治）

  Open16:30 Start17:00

  予約4,000円当日4,500円

  お問い合わせMUSIC FIELD TEL 052-752-2346 月～金11:00～18:00

  メール予約　件名に　ももかん予約　本文にお名前と希望枚数を明記の上

  info@music-field.com 迄

  

  8/2(日)三重・四日市「ガリバー」

  ももかん（丸山ももたろう・石井完治）

  詳細後日

  お問い合わせ ガリバー TEL 059-346-7321

  

  8/22(土)京都「都雅都雅」

  ～歌うメガネギター倶楽部～

  まだまだ暑おす残暑の京都　残暑見舞いの納涼ライブ

  出演：ももかん（丸山ももたろう・石井完治）、三井はんと大村はん　

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円当日4,000円

  お問い合わせ都雅都雅 TEL 075-744-1497

  

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  7/18(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  矢後憲太ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,160円(1ドリンク付)

  お問い合わせ　Tel:048-788-6033

  

  8/26(水)大阪・桃谷「Acoustic cafe Anie」

  矢後憲太ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円(別途1ドリンクオーダー)

  お問い合わせ　06-4305-0772

  

  8/27(木)兵庫・西宮「Live&Bar Uncle Jam」

  矢後憲太ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円(別途2ドリンクオーダー)

  お問い合わせ　0798-64-5405

  

  8/28(金)岡山・倉敷「倉敷音楽館」

  矢後憲太ソロライブ

  O.A.田中貴大

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円

  お問い合わせ086-434-2723

  

  8/29(土)兵庫・姫路「岡こどもクリニック」

  矢後憲太ソロライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金2,000円

  お問い合わせ 079-243-0373

  

  8/30(日)愛知・名古屋「Art & Music Space 源」

  矢後憲太ソロライブ

  Open16:20 Start17:00

  料金2,300円(別途1ドリンクオーダー)

  お問い合わせ 052-751-2550

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  6/23(火)青森・十和田「ハミング・バードII」

  みちのくギター旅2015〜LIVE@十和田[ハミング・バードII ]

  Open19:00 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円(1ドリンク付）

  お問い合わせ ハミング・バードII Tel.0176‐23－2300

  

  6/24(水)青森・八戸「パワーステーションA7」

  みちのくギター旅2015〜Live@八戸[パワーステーションA7]

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円(ドリンク別）

  お問い合わせ　パワーステーションA7 Tel.0178-72-3773

  

  6/26(木)岩手・遠野「とおの物語の館・遠野座」

  みちのくギター旅2015〜Live＠遠野[とおの物語の館・遠野座]

  Start18:30

  料金2,500円

  お問い合わせ(株)SHOW ON：Tel.0198-60-1158

  

  6/28(日)宮城・塩竃「相原酒店」

  みちのくギター旅2015〜LIVE@塩竃[相原酒店]

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円(ドリンク別）

  お問い合わせ相原酒店 Tel.022-362-5187

  

  7/9(木)北海道・札幌「太平商工会館（商工なかよし館）」

  北海道ツアー2015〜Live@札幌[太平商工会館（商工なかよし館）]

  Open18:00 Start18:30

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせくすりのポピンズ Tel.011-771-1989(今村)

  メール t045-poppins@honey.ocn.ne.jp

  

  7/11(土)北海道・当別「ぺこぺこのはたけ」

  北海道ツアー2015〜Live@当別[ぺこぺこのはたけ]

  Open14:30 Start15:00

  大人2,800円　中学生以下1,100円（１ドリンク‐菓子付）

  お問い合わせ Tel&Fax 0133-26-3922

  　Tel.090-8271-3147（菅 すが）

  

  7/14(火)北海道・札幌「Coffee&Sound JUGGLER(コーヒー＆サウンド ジャグラー)」

  北海道ツアー2015〜Live＠あいの里[Coffee&Sound JUGGLER]

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ コーヒー＆サウンド ジャグラー Tel.011-778-8054

  くすりのポピンズ Tel.011-771-1989(今村)

  メール t045-poppins@honey.ocn.ne.jp

  

  7/16(木)北海道・旭川「EARLY TIMES(アーリータイムズ)」

  北海道ツアー2015〜旭川[EARLY TIMES(アーリータイムズ)]

  Open19:00 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円（ドリンク代別￥500）

  お問い合わせアーリータイムズ Tel.0166-22-2461

  

  

  ■わたなべゆう　http://ukiwaboy.petit.cc/apple1/

  

  6/28(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうギターレッスン課題曲『The Rose』～

  ※団体レッスンになります。

  13:00〜15:00

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ Tel: 06-4305-0772 

  

  6/28(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  ※団体レッスンになります。

  Open15:30 Start16:00

  料金2,500円（別途１ドリンク）

  ※ギターレッスンに参加された方は１ドリンク付き2,500円とさせていただきます！

  お問い合わせ Tel: 06-4305-0772 


  

  7/4(土)大阪・寝屋川「アルカスホール」

  ～わたなべゆう10th anniversary concert～

  出演：わたなべゆう（ギター）、池田安友子（パーカッション）、上原周平（ベース）

  Open17:30 Start18:00

  一般2,800円　ペアチケット5,000円

  学生割引2,000円※当日学生証を持参下さい　小学生以下1,500円

  親子チケット（一般の方と小学生以下のお子様。）4,000円

  ご予約＆お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  チケット発売日：３月１５日～


  活動１０周年を記念してのホールコンサートが決定！！！

  ソロギタリストとして活動を開始して１０年。

  毎年１５０本以上のライブを敢行、

  オリジナルアルバム５枚、カバーアルバム３枚、

  そして絵本とCD作品４作　計１２作品をリリースし、

  精力的に活動してきた　わたなべゆうの

  この１０年間の集大成をライブでお届けします！


  ～わたなべゆうより　みなさんへ～


  ぼくはずっと、１人で活動をしてきたのですが

  この１０年を振り返ると、全然１人じゃない。

  たくさんの人たちとの出会いがあり、

  その人たちが、ぼくの音楽を育ててくれていることが

  振り返ってみて、改めてわかりました。


  このライブでは、ソロギターの演奏はもちろん、

  ずっと僕の世界を広げ、支え続けてくれている

  池田安友子（パーカッション）上原周平（ベース）

  この３人ならではのバンド感、

  さらに広がる　わたなべゆうの世界を

  是非、体感しにきてください！！お楽しみに！

  (わたなべゆうHPより)

  

  7/5(日)大阪「ベネッセスタイルケア　グランダ香里園」

  ～わたなべゆう×初田悦子ミニライブ～

  15:30〜16:15

  入場無料

  お問い合わせ→06-6914-3030

  

  7/10(金)岡山「 SKIPPER'S 1990」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  会場お問い合わせ＆電話ご予約→086-222-2921

  

  7/11(土)山口・下関「妙蓮寺」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  オープニングアクト　みうら　よしゆき

  Open15:30 Start16:00

  料金2,500円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  7/12(日)福岡「御縁屋」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  Open15:30 Start16:00

  料金2,500円（別途　要ワンドリンクオーダー）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  7/19(日)富山「Blue Guitars」

  ～HEADWAY Presents… わたなべゆう　in store “Special” LIVE～

  Start18:00

  チャージ　FREE LIVE（無料/要予約）

  お問い合わせ Blue Guitars直通 TEL:076-433-0942

  

  7/20(月)大阪・高石「みぃあ食堂」

  ～わたなべゆう生音ライブ～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円（お食事付き）

  食べたいご飯のリクエストがありましたら→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp まで！ 可能な範囲でみぃあさんが作ってくれます！

  ご予約もこちらまで→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→072-249-9841

  

  8/1(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院内・DENホール」

  ～わたなべゆう生音ライブ～

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  8/23(日)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆうソロライブライブ～

  Open14:30 Start15:00

  料金3,100円（１ドリンク＆ケーキ付き）

  お問い合わせ Tel: 072-624-1980

  web: http://cafe-nakachiyo.net/


  後記

  


  木村大さんに初めてお会いしたのは2008年。当時私がクラシックギターに関するレビューなどを書いていた雑誌の増刊号で、木村さんのインタビュー記事が掲載されました。

  デビュー当時から凄まじい速弾きの超絶技巧は話題であり、ロラン・ディアンスやアンドリュー・ヨークの楽曲を積極的に取り入れる姿勢は、クラシックギター界に何かしらの変化や刺激を与えるのではと感じていました。

  

  2013年にリリースした「HERO」、昨年リリースした「ONE」ではさらにクラシックギタリストが取り上げないような楽曲をアレンジしたり、壮大な組曲を作曲するなどさらに魅力が増してきました。

  しかし、クラシックをやめた訳ではありません。クラシック音楽も演奏しながら、さらに新しい音楽を追求しています。

  

  フラメンコギタリストの沖仁さんやアコースティックギタリストの岡崎倫典さんとのセッションが増えるなど、クラシックとは別の世界にも積極的に踏み込み、その音楽性を磨き続けています。

  次回リリースされるアルバムは「HERO」「ONE」との三部作の集大成。さらなる進化がとても楽しみです。


  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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